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平成２４年１月２６日 

町内会員各位 

柳瀬川町内会 

会長 竹前栄二 

河川工事の件 

厳寒の候、いかがお過ごしですか。町内の皆さまには益々ご健勝のこととお慶び申し上げ

ます。また、日頃より当町内会の運営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、昨年 12 月より富士見橋から町内会館裏の水門付近まで「河川工事」を行っており

ますが、何の工事かとの問合せが多くありますので、工事内容を説明します。（朝霞・県土

事務所から全世帯にチラシを配付済み） 

柳瀬川は改修後 30 年を過ぎ、大量の土砂が堆積しているため、「イロハ橋」まで浚渫する

とのことでした。川底の土砂をさらうことで河川の水深を確保し、洪水を防ぐのが目的です。 

記 

河川に堆積した大量の土砂                  重機が川に入り浚渫中 
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左岸の土砂を取り除いている                 左岸に土砂を集めている 
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写真を見てもわかるとおり、大量の土砂が河川敷に山となっています。 

早く浚渫できれば「大排水」の流れも昔に戻ります。大排水の流れが滞留するのは柳瀬川

に大量の土砂が溜まっているため河道が高くなっているせいで、夏になると臭いが発生する

原因になっています。 

 

当町内会では鈴木県会議員を通してお願いをしておきましたところ、平成 20 年に朝霞・

県土木事務所の河川部長が訪ねて来ました。「議員から連絡があったので状況説明に来た。

秋には予算が通るので、何回かに分け浚渫工事をする」とのことでした。 

当町内会の要望だけで実現できたとは思いませんが、「町内会」を通してお願いすること

は大きなインパクトになっています。それでなければ、河川部長がわざわざ説明には来ない

と思います。今後とも、我々の生活基盤の改善には町内会として行政に意見を出して参りま

すので、皆さまの声をお寄せいただければ幸いです。 

以上 


